
  令和４年１１月吉日 

京都市立高等学校長会 

 

市立高校グロ－バルフェスタ 2022実施要項 
 

 中学２年生の皆さんは、ちょうど中学校生活の折り返しを越えた時期を迎えておられると思います。少し早

いですが、年が明ければ中学校も最終学年となります。自分の未来とともに卒業後の進路に思いを馳せる機会

も多くなってきたのではないでしょうか？ 

京都市立高校では、各校が魅力あふれる学校づくりを進めており、今年もその一端を中学２年生の皆さんに

知っていただくため、「市立高校グローバルフェスタ 2022」を下記の通り開催いたします。 

中学２年生の皆さんには、各高校の特色ある授業を体験し、高校における「学びの魅力」や、「高校でなぜ

学び、何を学ぶのか」、「将来、どんな生き方をするのか」を考えるきっかけにしていただきたいと思っていま

す。是非、この機会にご参加下さいますよう、よろしくお願いいたします。 

記 

１．目 的   京都市立高等学校９校の特色ある取組の紹介や体験授業を通じて、中学２年生のキャリ

ア発達を支援することを目的とする。 

２．主 催   京都市立高等学校長会 

３．参加校   京都市立高等学校９校 

 京都工学院高等学校、西京高等学校、美術工芸高等学校（Ｒ５年改称・現銅駝美工）、 

京都堀川音楽高等学校堀川高等学校、日吉ケ丘高等学校、紫野高等学校、 

開建高等学校（Ｒ５年開校・現塔南）、京都奏和高等学校 

４．共 催   京都市立中学校長会  

  後 援   京都市教育委員会 

５．対 象   京都市立中学校２年生、京都市立義務教育学校８年生（全体で３４０名程度） 

※保護者の方の付添・見学は、各ご家庭 1名とさせていただきます。 

６．日 時   令和４年１２月１０日（土）１３時受付、１３時３０分開始 

７．内 容   １３：３０～１３：３５  開会挨拶（体験授業①の教室にて） 

１３：４０～１４：３０  体験授業① 

１４：５０～１５：４０  体験授業② 

１５：４０～１６：００  各校質疑応答（各校体験授業②の教室にて、希望者のみ） 

※体験授業①、②は同じ内容です。参加者は、２つの学校の体験授業を選択し、両方受

講していただきます。（原則①または②のみの受講は不可。ただし、抽選の結果１校の

みの受講となる場合があります。） 

８．会 場   京都市立西京高等学校 

（京都市中京区西ノ京東中合町１） 

【地下鉄東西線『西大路御池』駅下車 すぐ】 

【市バス『西大路御池』下車 すぐ】 

  ※会場は二足制です。 

上履きと下足入れを必ずご用意ください。 

※会場には駐車場がございません。 

公共交通機関をご利用ください。 

９．感染防止対策 

※来校される前に、ご家庭での検温・体調チェックをお願いいたします。 

※当日、息苦しさや強いだるさ、高熱等の他体調に不調（咳や喉に痛み、嘔吐、下痢等）を感じる方 

は参加をご遠慮ください。 

※会場への行き帰りや体験中には、必ずマスクを着用していただき、会場に設置してある消毒液で手指 

の消毒をお願いいたします。 

 ※当日、窓を開放する等換気を行いますので、防寒着等を準備する等の工夫をお願いします。 

 ※体験授業実施教室によっては、保護者の方に実施教室の外からご見学いただく場合がございます。 

密回避のためご理解とご協力をお願いいたします。 

１０．申込方法 ※インターネット、電話、ＦＡＸにより申し込みを受け付けます。 

 (1)次のいずれかの方法で申し込みをしてください。 

①市立高校各校 Webサイトにアップされている「市立高校グローバルフェスタ 2022」の 

バナーをクリックし「京都市いつでもコール」にアクセスして申し込みフォームに入力します。 

②右の QRコードを読み取り「京都市いつでもコール」にアクセスして申し込みフォームに入力します。 



※体験授業を希望する学校を必ず第３希望まで選択してください。希望される３校のうち、抽選により

２校の体験授業を受講していただきます。抽選結果は１２月２日（金）までを目途にご連絡いたしま

す。 

１１．申込受付開始 令和４年１１月１０日（木）～１１月２０日（日） 

※受付終了後、抽選の上参加者を決定します。申込みの先後は抽選結果に影響しません。抽選結果はお 

申込み時に登録していただいたメールアドレスまたは郵送で返信いたします。送信していただいた個

人情報につきましては、京都市個人情報保護条例に基づいて適切に管理し、今回の事業以外には使用い

たしません。 

※【お断り】新型コロナウイルス感染症等の流行状況によっては、実施を中止する場合がございます。そ 

の際には、各校 HP と登録のメールアドレス宛てにご連絡します。 

１２．お問い合わせ先 

【前日まで】 京都市立銅駝美術工芸高等学校 市高グローバルフェスタ 2022 事務局 

TEL 075-211-4984   （平日 月～金 ９：００～１６：４５） 

【 当日 】 京都市立西京高等学校 市高グローバルフェスタ 2022 事務局  

TEL 075-841-0010  （当日 １１：００～１３：００） 

１３．体験授業の内容 

 

学校名 体験授業の内容 定員 

京都 

工学院 

「ロボットのアルゴリズムを知ろう！」 

災害救助ロボットがどのようにして、障害物を除去しているか知っていますか？実社

会で活躍するロボットがどのようなアルゴリズムで動くのかを体験します。iPad を活

用して EV3 マインドストームにプログラムを書き込み、様々な課題をチームで協力

してクリアしましょう。 

80 名 

(40 名×2 回) 

西 京 

「グループディスカッション－○○年後の回転寿司屋さんをソウゾウしよう！－」 

ICT を活用して、グループワークを行い発表までの流れを体験します。本校の生徒が

ファシリテーターとして参加し、サポートさせていただきます。グループでディスカ

ッションする楽しさを一緒に体験しましょう。 

80 名 

(20 名×2 ク

ラス×2 回) 

美術工芸 

(R5改称) 

「色が見える」ってどういうこと？ 

色が見えるとは理科的にはどういうことでしょうか？それを学んだ上で、あなたがイメージす

る「色」を創り出して作品に生かす体験授業です。色紙を使って自分のイメージする色を

表現し、創造性を伸ばしてみませんか？美工の STEAM（教科横断型）授業を体験し

てみましょう！ 

80 名 

(20 名×2 ク

ラス×2 回) 

京都堀川

音楽 

「堀音生の学校生活を覗いてみよう！」 

「ソルフェージュ」と呼ばれる音楽科独特の授業のミニ体験をしていただきます。ほ

かにも、堀音生による生演奏や動画などを使った学校紹介もありますよ。音楽に興味

のあるみなさん、お気軽にご参加ください。 

30 名 

(30 名×1 回) 

堀 川 

「クリティカル シンキング ～常識を疑え～」 

堀川高校生たちといっしょに「探究活動」を体験してみましょう。「探究活動」に欠

かせない要素の一つである「クリティカルシンキング」について、ワークを通して探

っていきます。こんにちの世界を取り巻く様々な問題について、一つの資料を探究的

な視点をもって高校生と読み解いていく、密度の濃い時間を楽しんでください。 

80 名 

(20 名×2 ク

ラス×2 回) 

日吉ケ丘 

「日吉ケ丘高校生による All Englishの授業を体験しよう！」 

日吉ケ丘高校には、国内留学施設「HELLO Village(英語村）」が設置され、毎日、英

語を使ったコミュニケーションや海外文化に触れることができます。この授業の中

で、会話やクイズを通して楽しく英語に触れ、日吉ケ丘高校の学びを体験してくださ

い。 

80 名 

(20 名×2 ク

ラス×2 回) 

紫 野 

「自分を知る～LEGOシリアスプレイ～」 

LEGO ブロックを用いて、イメージしにくいモノを具体化するグループワークを行い

ます。自分で作った実体を見せながら話すことで、一味違ったコミュニケーションを

体験してみましょう。一人一人が主役である探究の授業にて、紫野高校の生徒が実践

している「自分を知る」授業を是非体験しに来てください。 

80 名 

(20 名×2 ク

ラス×2 回) 

開 建 

(R5開校) 

「学びは楽しい！」 

「思わず考えてしまう！」授業を一緒に体験しましょう。「問い」と「対話・協働」

の活動に焦点を当てながら，あるテーマをもとにした「問い」に２つの教科の視点か

ら迫ります。 

（開建高校では，①問いから始まる学び ②対話・協働の学び ③個に応じた学び 

を軸として，「自ら考え 自ら学ぶ力」を身につけられるような学びを展開します。） 

80 名 

(40 人×1 ク

ラス×2 回 

または 

20 人×2クラ

ス×2 回) 

京都奏和  

「京都奏和高校ってどんな学校？－京都奏和高校を知ろう－」 

 京都奏和高校は様々な困りがあり「学習支援」や「学び直し」を求める生徒のため

に令和３年に開校しました。創設２年目の学校で、どのような授業が行われ、生徒達

が毎日をどのように過ごしているのか、どんな進路を目指して頑張っているのか、中

学校２年生のみなさんへ是非知ってもらいたいと思っています。当日は学校概要の説

明と「自己紹介をもとにしたコミュニケーション」の授業体験をしてもらいたいと思

っています。 

60 名 

(30 名×2 回) 


